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都市は多数の施設から構成されている

都市は地震に対して脆弱

建物
交通施設
エネルギー施設
電力・通信施設
上下水道施設
洪水調節、利水施設
・・・

典型的な都市施設の被害
１９９５年兵庫県南部地震

4m wide street was not effective to 
prevent fire extension

都市機能は交通施設に依存している

日本だけではない、都市の脆弱さ

1989 Loma Prieta, USA, earthquake

交通施設の地震被害

道路本体の被害

舗装の亀裂、段差

盛土の沈下

橋梁の被害

横断歩道橋

・・・

道路付属物の被害

表示板の被害

信号の被害

・・・

道路占有物件の被害による影
響

地下鉄の被害による路面
陥没

下水道マンホールの浮き
上がり

・・

道路周辺物件の被害に伴う影
響

沿道家屋の損壊やガラス
の落下

看板の落下

ガソリンスタンドの炎上

・・・
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路肩の滑りや段差

滑り

よく生じる盛土道路の被害

路面全体の沈下

滑り

片切片盛タイプの道路の被害

滑り・沈下

路肩の被害

液状化による盛土の側面沈下に伴う舗装
のクラック

昭和５８年五明光橋取り付け盛土

沿道建物の倒壊や占用物件の破壊が地
震直後の交通機能を喪失させる

１９９５年兵庫県南部地震

大都市圏では、震災直後に道路は使用で
きるだろうか？

無数の既存不適格建物の倒壊

看板の落下、自動販売機の転倒

車両

信号停止による大渋滞

放置車両、所有権の放棄をどう確認する？

車両が燃えたら？

ガソリンスタンド 液状化による浮き上がり、オ
イルの流出と炎上

・・・・

直
後

一
週
間

二
週
間

三
週
間

一
ヶ
月

地震後の通行規制
原因

路面亀裂、陥没、
段差等

落石

橋梁被害

土石崩落

その他（落下物、
倒木、地下埋設
物等）

昭和５３年宮城県沖地震

44.5%

34.5%

復旧に長時間を要する道路の被害形態

平成７年兵庫県南部地震

橋梁 大規模斜面崩壊

平成２０年岩手・宮城内陸地震
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講義のポイント

都市施設は多数の施設から構成されている。これら
はそれぞれ個別のユニークな振動特性を持ち、その
耐震設計を一般論で講義することはなかなか困難

都市施設の基幹である橋梁を中心に耐震設計法を
講義する。

なぜ、橋梁を取り上げるか？

被災した場合の影響が大きい

復旧が困難

土木施設のなかで耐震設計法がもっとも進んで
いる

都市施設の耐震設計

1. 構造物の動的解析法

2. ＤＹＭＯによる動的解析演習

3. 耐震設計で知っておくべき地震動の特性

4. ＲＣ橋脚の非線形履歴特性

5. 橋梁の地震時応答

6. 耐震設計の流れ

7. 耐震補強

講義日程

7月23日１４６月4日７

7月16日１３5月28日６

７月9日１２５月21日５

７月2日１１５月１4日４

6月25日１０4月30日３

６月18日９４月２3日２

６月11日８４月１6日１

内容日回内容日回

Final Exam  7月30日（予定）

講義テキスト
パワーポイント

http://www.seismic.cv.titech.ac.jp
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成績評価
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